中学校社会科における「見方や考え方」の検討 ： 地理的分野と公民的分野の比較を通して by 大杉, 昭英
社会系教科教育学会「社会系教科教育学研究」第14号　2002 (pp.87-94)
中 学 校 社 会 科 に お け る 「‾見 方 や 考 え 方 」 の 検 討
一地理的分野と公民的分野 の比較を通して－
Examination of Social Cognition m the Social Studies at a Junior High School Level :
Comparison between Geography ａｎｄ Civics
大　 杉　 昭　 英
（国立教育政策研究所）
はじめに
社会科教育の主要なねらいの一つは社会認識の
形成であり，このことにかかわるキーワードとし
て「見方や考え方」をあげることができる1‰
今回考察対象とした中学校学習指導要領社会科
には，二つの「見方や考え方」が並存している。
地理的分野における「地理的な見方や考え方」 と
公民的分野における「政治や経済についての見方
や考え方」である。
「地理的な見方や考え方」 とは，特定地域にお
ける諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわり
でとらえ，地理的事象として見いだし，その規則
性・傾向性を成り立たせて いる背景や要 因を，
「自然条件・社会条件」「他地 域との結び付き」
「人 間の営 み」「一般的共通性 と地方的特殊性」
「変容や課題，将来像」 などの点から考察し，そ
の地域的特色をとらえることと考えられている2）。
一方，「政治や経済についての見方や考え方」と
は，「国民主権」「自治の考え方」や「市場経済の
基本的な考え方」など政治や経済に関する諸事象
の意義，本質，関連などをとらえるために生み出
されてきた基本的な概念や理論で形成される「概
念的な枠組み」であると考え られている3‰
この二つの「見方や考え方」 は，社会認識形成
にかかわって異なるアプローチを示しており，そ
れぞれ社会認識形成のために一定の役割を果たし
てきたと考えられるが，改めてその特色，限界，
課題について批判的に検討しておく必要があると
考えるＯ
このような問題意識に基づき，本稿では二つの
「見方や考え方」 について右の①から④の観点か
ら考察し，「‾見方や考え方」 がどのような知識に
ー
よって形成されているのかを示 し，それが授業構
成の違いと生徒の社会認識形成の違いとなって現
れてくることを明 らかにするとともに，その限界
と課題 について述べることにしたい。
①認知心理学の定義する知識 に基づいて二つの
「見方や考え方」を とらえ直し，その特色を
示す。
②「見方や考え方」 の形成を ねらいとした地理
的分野と公民的分野の授業 モデルを提示し，
その授業を通して習得すると考えられる知識
を比較し，その違いを示す。
③授業モデルをもとに，二つの「見方や考え方」
はどのように成長するのか， また成長に伴っ
て社会認識はどのように広がり深まるかにつ
いて考察し，その限界と課題を示す。
④社会科教育のもう一つの主要なねらいである
匚公正な判断力」との関連から，匚見方や考え
方」を形成する上での課題とその改善の方向
を示すＯ
１　「地理的な見方や考え方」 の概要
「‾地理的な見方や考え方」 は昭和44 年度改訂学
習指導要領から地理的分野の目標に位置付けられ，
調べ方や学 び方を重視するこの分野の特色を表す
ものとなっている。また，この学習指導要領に基
づく　匚指導書」 には，「‾地理的な見方や考え方」
の要約として次の６点が示されている。
ア　地域の特色を他地域との比較，関連におい
て考え ること。
イ　地理的事象の性格や意味を地方的特殊性と
一般的共通性の観点に立 ってとらえ ること。
ウ　地理的事象を生 み出した諸条件について考
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えること。
エ　日本や世界における大小さまざまな地域的
なまとまりを考えるとともに，それらの地域
間の相互依存関係や競合関係について考察す
ること。
オ　自然および社会的条件と人間との関係につ
いて考察すること。
力　地域の変貌に着目し，その動向や意味につ
いて考えること。
平成10年度改訂学習指導要領においても，この
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匚見方や考え方」の基本的な考え方は継承されて
いるが，特定地域における諸事象を位置や空間的
な広がりとのかかわりで地理的事象として見いだ
し，その規則歐・傾向性をとらえることを今回強
調している点が新しい。結局，匚地理的な見方や
考え方」とは，学習対象となる地域の特色を明ら
かにするために，下の図中の二 で示した六
つの視点から追究し，考察することがその内容と
なっている。
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図１　地理的分野における「見方や考え方」（筆者作成）
２ 「政 治 や 経済 につ い て の見 方 や 考え方 」 の概
要
「‾政治 や経済 につ いて の見方 や考え方」 につ い
て は， そ の基 本 的 な考 え方 が 昭和44 年 度 改訂 学
習指 導要 領 に基 づ く 匚指導 書」 に示 さ れてい る。
そこで は， 厂概 念 はしだい に深 められ なが ら見 方，
考 え方 とな って身 につ く」 と述 べ られてお り， 経
済 的事象 や政治 的事 象を と らえ る概念を 生徒 が内
面 化 した ものを 匚見方 や考 え方」 と してい る。 そ
して， 昭和52 年 度改 訂学習 指導 要領 の 匚内容 の取
扱 い」 の中 に 匚政治， 経済 な どにつ いて の見 方 や
考 え方 」 とい う文言 が 登場 す る。 匚指導 書 」 で は
匚見 方 や考え方 」 と は， 厂価格」 や 匚議 会制」， 厂国
家 の主 権」 など の概 念を用 い て経済 的事象 や政治
的 事象 の意 味をつ かむ ことだ とさ れた。さ ら に，
「学習 指 導要 領 （平 成10 年1.2月 ） 解説 社 会編」 で
は，「見 方 や考 え方 」 を政 治 的， 経 済的 な諸 事象
を と らえ る 匚概念 的 な枠 組 み」 とし， この枠 組 み
は「‾国民 主 権」 や 匚市場 経済 の基本 的な考 え方」
など 「社会 的事象 の関連 や本質， 意義 を とらえ説
← 嶂ド無 ］
「概念的な枠組み」＝概念・理論
(○●△は現実世界の政治的事象や経済的事象)
図２　公民的分野における「見方や考え方」（筆者作成）
明 す る基本 的 な考 え方 」4）で形 成 さ れ ると し， そ
の内容を一 層明 確化 してい る。
こう した考え方 は， 親学問 であ る政治学 や経 済
学な どの専 門科学 にお いて も散見さ れる。 例えば，
政治 学 にお いて は， 理論 と概 念 によって政 治世 界
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の把握を試 みるのが政治学であるとされ， 匚経験
的認識は理論的枠組みとの関係で生命を与えられ
る」5）と考え られている。 また， 経済学において
も，現実を何らかの枠組みにそくして見なければ，
その価値は見いだせない6）とし，理論や概念で形
成される枠組みによって経済的事象がとらえ られ
ると考え られている。
公民的分野における 匚見方や考え方」 は，こう
した専門科学の考え方と同様に概念や理論で形成
され，前図 ２のように，我々はそれを通して現実
世界を眺め，諸事象の意味や意義，本質，事象間
の関連をとらえていると考えるのである。
３　方略的知識と概念的知識で形成される二つの
「見方や考え方」
以上見てきたように，二つの 厂見方や考え方」
は社会認識にかかわって異なるアプローチを取っ
ている。いわゆる 厂学び方や調べ方」を重視した
アプローチと，社会諸科学の成果としての 匚概念」
匚理論」を重視したアプローチである。
この違いをさ らに明確化す るために， 二つ の
厂見方や考え方」 を形成する知識とは何かという
観点から考察してゆきたい。我々は知識を用いて
外界をとらえ，解釈しているのであり， 匚見方や
考え方」の性質を決定づけるのは知識そのもので
あるからである。
考察に当たっては，人間が知識を用いて外界と
どのように交渉しているかを研究している認知心
理学の成果を参照した。認知心理学で定義する知
識を３分類すると次の表１のようになる7）。
①事実的知識
いつ，どこで，何かあったか，誰が，
何をどのように行ったか，どこに，何
かあるか，など事実についての知識
②方略的知識
ある目標を実現するために事物・事象
へいかに働きかけるべきかという方法
や手段についての知識
③概念的知識
事物・事象自体の重要な属性を表象す
る知識と因果的説明の枠組みとなる知
識（理論）
表１　認知心理学の知識の３分類（筆者作成）
表中の①事実的知識とは，「いっ，どこで，何
があったか」など，事実そのものを記述した知識
である。次に②方略的知識とは，問題を解決する
ためにはどのようにしていけばよいかという手続
きについての知識であ る8）。 この方 略的知識 は
匚それ自体を言葉で覚え込 んでいてもだめで，使
えるようにならないと意味がない」9）ものであり，
方略的知識が使える，つまり他の問題（対象）に
適用できるようになるためには，厂ある問題解決
を通して方略を獲得する際にこれを明示的に言語
化すること」10）が必要とされるなどの特徴がある。
最後に③概念的知識とは，厂事物・事象自体の重
要な属性を表象する知識」11）と考え られ，概念を
意味しているが，ここでは理論 も含めて考える。
とりわけ，理論については 匚諸現象を説明したり，
理解したり，予測したりできる因果的説明の枠組
みを持っている」12）ことが特徴となっている。
以上 のような知識の定義に基づいて， 厂地 理的
な見方や考え方」 と 厂政治や経済についての見方
や考え方」をとらえなおし，どのような知識で形
成されているかについて考察してみよう。
まず地理的分野は，従前より内容の大半が地誌
学習として構成されており，地域的特色をとらえ
ることが主要なねらいとなっていた。地域的特色
が永遠に不変であるならば，それを記述した内容
（事実的知識）を身に付けることでそのねらいは
達成できる。しかし，時代や環境条件の変化など
によって地域的特色は変化していく。そこで，地
域的特色を記述した内容（事実的知識）を身 に付
けるのではなく，地域的特色をとらえるための視
点や方法を身に付け，生徒自身が変化する地域的
特色を記述する力を育てることをめざしたのであ
る。それゆえ，地理的分野の 匚見方や考え方」は
②方略的知識によって形成されることになる。
一方，公民 的分野で は，匚見方や考え方」 とは
現実世界（事実的知識を）をとらえ説明する概念
や理論であるという考えに立っている。そのため，
公民的分野の 匚見方や考え方」 は③概念的知識に
よって形成されることになる。
４ 「見方や考え方」を形成する授業構成
二つの 匚見方や考え方」は，授業にどのような
相違をもたらすだろうか。ここでは三つの授業モ
デルを提示し，それぞれの特色を示す。
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（1）「方略的な知識」で「地理的な見方や考え方」
を形成することをめざす授業
まず方略的知識で「見方や考え方」を形成する
ことを めざす地理的分野の授業例１を示す。この
授業 例は，学習指導要領 の大項目（2）「地域 の規
＜授業例１＞
模に応じた調査」の中項目 匚イ　 都道府県」を授
業化したもので，事例地域として福岡県（北九州）
を取り上げている。 そして，地域的特色を追究さ
せるにあたり，幾つかの要素 の中から工業に着目
して追究させる授業展開を示している。
小単元名：「福岡県（北九州）の工業の特色とその変化」
ね ら い：福岡県（北九州）の工業について関心を高め，その特色を追究させることを通して，
追究の視点と方法を身につけさせるとともに，工業の特色と変化について理解させる。
発　　　　　　　問 資　　料 生　 徒　が　身　 に　 付　け　 る　知　識
Ｑ１：福岡県 の1940年代と1990年代 における 匚鉄
鋼・金属」「石油・化学」「機械」に関する
1000人以上の工場の簡単なドットマップを
作り，特色をつかもう。
Ｑ２：ドットマップから追究テーマを設定しよう。
Ｑ３：福岡県（北九州） の工業 の特色とその変化
の背景や要因を明らかにするためには，ど
のような視点から調べていけばよいだろう
か。「身近な地域」の学習成果を生かして，
視曵と方法を考えてみよう。
Ｑ４：テーマについて追究しよう。
Ｑ５：調べた内容をまとめ，福岡県（北九州）の
工業 の特色とその変化の背景と要因につい
て発表しよう。
Ｑ６：①環境条件（自然と社会）， ②他地域との
結び付き， ③人間の営み，④変容と課題，
の視点から統計資料を調べるという視点と
， 方法は，福岡県（北九廾|）の工業の特色と
その変化の背景や要因を追究するのに有効
であったか振り返ってみよう。
①白地図
②統計資料
③1940年代
の統計資
料
④1990年代
の統計資
料
○福岡県では, 1940 年代 は鉄鋼業中心であったが，
1990年代になると鉄鋼業が衰え， 機械工業が中心
となっている。
○福岡県（北九州）の工業 の特色とその変化が起こっ
た背景と要因を考える。
○①地域の環境条件（自然と社会），②他地域との結
び付き，③人間の営み，④変容と課題， の視点か
ら統計資料を調べる。
○鉄鉱石を産出する中国に近い八幡に官営の製鉄所
が作られたため，鉄鋼業が盛んになったが，戦後
中国から鉄鉱石を輸入しなくなったことや，近年
自動車工場が進出したことなどにより， 福岡県
（北九州）では機械工業が中心となった。
○鉄鉱石を産出する中国に近い八幡に官営の製鉄所
が作られたため，鉄鋼業が盛んになったが，戦後
中国から鉄鉱石を輸入しなくなったことや，近年
自動車工場が進出したことなどにより， 福岡県
（北九州）では機械工業が中心となった。（発表）
○福岡県（北九州）の工業の特色とその変化の背景
や要因は，①環境条件（自然と社会），②他地域と
の結び付き， ③人間の営み， ④変容と課題，の視
点から調べることによって明らかになったので，
視曵や方法として有効であった。
この授業モデルの展開は，①「ドットマップの
作成」→②「工業の特色と変化をつかむ」→③
「工業の特色を生み出した背景・要因を明らかに
するためにはどのような視点と方法で調べればよ
いか考える」→④「背景・要因を調べる」→⑤
「背景・要因を調べる視点や方法は有効であった
か振り返る」となっている。分布状況から工業の
特色の概要をとらえ，そのような特色が生まれた
背景や要因を調べる視点と方法について検討した
後，調べ学習を行い，背景や要因をとらえさせる
とともに，調べる視点や方法の有効性を確認させ，
視点や方法を身に付けさせようとしている。
この授業を通して，生徒は地域的特色をとらえ
る視点や方法についての知識＝方略的知識を身に
付け13）匚見方や考え方」を形成することになる。
（2）「概念的知識」で「地理的な見方や考え方」
を形成することをめざす授業
次に，概念的知識で 匚見方や考え方」を形成す
ることをめざす公民的分野の授業 について考える
前 に，匚地理的な見方や考え方」 を公民的分野と
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同様に概念的知識で形成することをめざす授業構　　　岡県（北九州）の工業とした。そして，利潤を極
｡成について考えてみたい。そこで，次の授業例２　　　大にするため生産費最小地に工業が立地するとい
を作成した。この授業モデルでは，授業例１と比　　　う工業立地論を探求させ 匚見方や考え方」として
較しやすいように学習素材を授業例１と同様に福　　　身に付けさせるように授業を構成した14）。
＜授業例２＞
小単元名：　匚福岡県（北九州）の工業の特色とその変化」
ね ら い：福岡県（北九州）の工業について関心を高め，工業の中心であった鉄鋼業が第二次世
界大戦後衰退し，他の地域で鉄鋼業が盛んになった理由を，匚利益を大きくするため
生産費が最小となる地に工業が立地する」という理論からとらえ，福岡県（北九州）
で鉄鋼工業が発達し衰退した理由を説明できるようにする。
発　　　　　　　 問 資　　 料 生　徒　 が　身　 に　付　 け　る　知　 識
Ｑ 士:1940 年代と1990年代の鉄鋼業 の盛んな地域
を比べてみよう。
Ｑ２：鉄鋼業の盛んな地域が福岡県（北九州）か
ら堺市や川崎市に変わったのはなぜか。
Ｑ３：まず福岡県（北九州）では鉄鋼業がどのよ
うに起こったのだろうか。
Ｑ４ 二なぜ八幡に製鉄所を建設したのだろうか。
明治時代，建設候補地としては，八幡の他
に，現在の広島県の坂町，岡山県の水島市，
大阪府の堺市などがあったといわれていま
す。鉄鉱石は鉄になると重さが1/3 になる
ことをヒントに考えてみよう。
Ｑ５：それではなぜ1990 年代には鉄鋼業は堺市
や川崎市で盛んになったのだろうか。 1940
年代と比べたとき，製鉄に関わる条件とし
て何か異なっているのだろうか。
Ｑ６：オースト ラリアから輸入するとなぜ堺市や
川崎市の方が鉄鋼業が盛んになるのだろう
か。
Ｑフ ニ鉄鋼業の盛んな地域が福岡県（北九州）か
ら堺市や川崎市に変わった理由を整理し，
製鉄所はどんなところに建設されるかにつ
いてまとめてみよう。
Ｑ８：これまでの学習から，福岡県（北九州）に
おける鉄鋼業 の発達と衰退をまとめてみよ
つｏ
Ｑ９：一般に工業はどのようなところに立地する
か整理してみよう。
①統計資料
②歴史資料
③歴史資料
④製鉄の生
産に関わ
る資料
⑤鉄鉱石・
石炭の輸
入資料
○鉄鋼業 は1940年代では福岡県（北九州）で盛んで
あったが, 1990 年代では堺市や川崎市で盛んになっ
ている。
○分からない。
○八幡に官営 の製鉄所が建設されたことにより，鉄
鋼業が盛んとなった。
○原料の鉄鉱石が鉄になると重さが約1/3 となるた
め，原料を産出する地域に近いところに製鉄所が
ある方が鉄の輸送費が安くなるので， 鉄鉱石の産
地である中国に近い八幡に製鉄所を作る方が合理
的である。
01940 年代には，日本は中国から鉄鉱石・石炭を輸
入していたが, 1990 年代にはオーストラリアから
輸入している。
○オーストラリアから原料の鉄鉱石と石炭を輸大す
る場合，日本のどこに運ばれて も輸送費に大きな
違いはないので，大消費地 の近くで製鉄すれば鉄
を安く大消費地に輸送でき合理的である。
○製鉄所は，輸送費が少ないところ，つまり生産費
が最小となる場所に建設される。
01940 年代は原料生産地が中国であったため，中国に
近い福岡県（北九州）で鉄鋼業が発達したが，現在，
原料はオーストラリアから輸入しているため，輸送
費は日本のどこでもほぼ同じとなり大消費地に近い
堺市や川崎市で鉄鋼業が盛んとなり，大消費地から
遠い福岡県（北九州）の鉄鋼業は衰退した。
○利益を大きくするために，生産費が最小となる地
に工業が立地する。
この授業 モデルの展開は，前半で明治時代に他
の建設候補地を押さえて八幡に製鉄所が建設され
た理由を追究させている。そして，原料時と製品
（鉄）時の重量比 の違い（原料時が重く，製品時
が軽いこと） から，原料生産地 に近いところに製
鉄所を建設して，製品（鉄）を消費地に輸送した
方が全体の輸送費が最小となり生産費が極小とな
るという理由から，八幡に製鉄所が建設される方
が合理的であったことをつかませるようになって
いる。
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次 に後半で，現在は原料となる鉄鉱石と石炭が
ともにオースト ラリアから輸入されているため，
輸送距離が大幅に延び，原料を日本のどこに運ん
で も輸送費はほぼ同じとなることから，大消費地
に近いところで製鉄所を建設して製品（鉄）を輸
送した方が全体の輸送費が最小となって生産費が
極小となるということをつかませている。そして，
そのことから，大消費地 に近い堺市や川崎市に製
鉄所が建設される方が合理的であったことをつか
ませるようになっている。
＜授業例３＞
小単元名：　匚国民主権」
まとめの部分では，匚利益を大きくするために，
生産費が極小となる地に工業が立地する」という
工業立地 に関する理論を整理させ，「‾見方や考え
方」を形成させようとしている。
（3）「概念的知識」 で「政治や経済についての見
方や考え方」を形成することをめざす授業
それでは最後に，概念的知識で「‾見方や考え方」
を形成することをめざす公民的分野の授業例３を
示す。ここでは，国民主権の概念内容を追究させ，
その後に，国民主権が具現化している幾つかの事
ね ら い：民主政治について関心を高めるとともに, 1999 年の東ティモールの住民投票の意味を
追究させ，「国民主権」とは「国の政治の在り方を最終的に決定する権限が国民にある」
ということをつかませ，それをもとに様々な政治的事象をとらえ説明できるようにする。
発　　　　　　　 問 資　　 料 生　 徒　が　身　 に　付　け　 る　知　識
Ｑ 工：この新聞記事と写真は何を示しているのだ
ろうか。（東ティモールの住民投票）
Ｑ２：何の投票を行っているのだろうか。
Ｑ３：なぜこのようなことが行われるようになっ
たのだろうか，調べてみよう。
Ｑ４：この住民投票にはどのような意味があるの
だろうか。
Ｑ５：国の在り方を国民自身が決めるという考え
方を何というか。
Ｑ６：日本国憲法に定める国民主権について整理
をしてみよう。
Ｑ ７ 二これまで，このような方式で国の在り方を
国民自身が決めていた事例があっただろう
か。インターネットで探し，それを説明し
てみよう。
①新聞記事
と写真
②新聞記事
③ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
で収集し
た資料
④日本国憲
法
⑤ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
で収集し
た資料
○銃剣に守られながら，東ティモールの住民が投票
所に向かっている。
○東ティモールがインドネシアから独立すべきかど
うかについて決定するため投票を行っている。
○東 ティモールはポルトガルの植民地であったが，
1974 年のクーデターによって生まれたポルトガル
新政権は東ティモールを独立させた。その後 イン
ドネシアが東 ティモールを併合すると宣言し，紛
争が続いていた。そして, 1999 年，インドネシア，
ポルトガル，国連は，東ティモールの独立か否か
を決める住民投票を実施することに同意し，同年
８月に住民投票が実施され，78.5 ％が独立を支持
した。
○住民自身が国の在り方を投票で決めている。
○国民主権という。
○国民主権について日本国憲法では第１条に定めら
れている。国民主権とは，国の政治 の在り方を最
終的に決定する権限が国民 にあるということであ
り，民主政治の基本原理の一つとされている。具
体的には，国民が主権者として選挙などを通じて
その権限を行使することになる。
○ヨーロッパで，EU に加盟するかどうかについて
国民投票を行うなどの事例があり，いずれも国民
自身が国の在り方を決定している。
例を取り上げて，それを国民主権から説明させる
ように授業を構成したＯ
この授業モデルの展開は，前半で1999 年の東
ティモールの住民投票の意味を追究させることを
通して，国の在り方を国民自身が最終的に決定す
ることが国民主権の内容であり，民主政治の基本
原理とされていることを確認させている。
そして，後半のまとめの部分で，ヨーロッパで
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EＵ 加盟について国民投票が行われた国の事例を
取り上げるなど，現在起こっている政治的事象を
国民主権という概念でとらえさせるようになって
いる。こうして生徒は国民主権の概念を身に付け，
「見方や考え方」を形成することになる。
５　考　察
以上のような三つ の授業 モデルをもとに，二つ
の 匚見方や考え方」 について，その限界や課題に
ついて検討する。具体的には， 厂地理的な見方や
考え方」と 匚政治や経済についての見方や考え方」
はどのように成長するか， また，厂見方や考え方」
の成長を通して社会認識はどのように広がり質的
にどのように深まるか，という観曵から検討し，
その限界と課題について考察してゆきたい。
（1）「地理的な見方や考え方」の成長と社会認識
の形成
知識の面から見ると，「地理的な見方や考え方」
は「方略的知識」で形成されると考えられた。 こ
の 匚方略的知識」 は，授業例１で示 したように地
域的特色をとらえるために有効であれば，それが
匚見方や考え方」 として強化され，さらに方略と
して習熟15）していくものと考えられている。その
意味では 匚方略的知識」 の中身そのものが拡大し
深まっていくという意味の成長ではない。
その結果，社会認識（地理的分野の場合，国土
認識とされている。） の形成 については， 同一 の
「‾方 略的知識」 を用いて異なる地 域を見ていくこ
とになり，認識の広がりが保障されるだけとなる。
先の授業例１でいえば，福岡県で地域的特色をと
らえる視点や方法を身に付ければ，それをもとに他
の地域の特色を次々ととらえることができると想定
し，このような授業展開となっているのである。
また，社会認識の質的な深まりは，諸事象の分
布の規則 比 傾向性について追究する際，どのよ
うな概念・理論を習得させるかによって決定され
ることになろう。換言すれば，教師がどのような
概念・理論を準備して授業に臨むかに依拠するこ
とになる。その意味では，認識の質的な深まりを
保障するためにどのような概念や理論をどの程度
準備できるかが課題となる。
（2）「政治や経済についての見方や考え方」 の成
長と社会認識の形成
「政治や経済についての見方や考え方」は「概
念的知識」で形成されると考えられた。そして，
「見方や考え方」 の成長は，生徒のもつ「見方や
考え方」（概念的知識）ではとらえ ることがで き
ない事実を示 し，新たな概念や理論を取り入れる
ことによってその事実をとらえ直させ「見方や考
え方」（概念的知識）を拡大させ精緻化させるこ
とによって可能となる16‰
例えば，先の授業例 ３では国民主権の概念を東
ティモールの住民投票やＥＵ 加盟の国民投票の事
例から身に付けさせているが，学校段階が進めば，
東ティモールの住民投票では78.5% の住民が独立
を支持し21.5% が反対したという事実をもとに，
国民主権の「国民」とは国内の多数派であるとい
う考え方が根底にあることを追究させることがで
きよう。さらに，現実世界では厳しい社会的亀裂
が存在する国が多数あり，少数派が政治的意思決
定から継続的 に排除されるという問題性があるこ
とを示して追究させ， この解決のために少数派に
対し議会における代表の機会を過大に与えるとと
もに，内閣と議会が決定を行うには大多数の合意
を不可欠とする合意型17）の政治モデルが作られて
いることを理解させることができよう。 このよう
に，国民主権の「国民」が国内の多数派であると
いう考え方に加え，少数派が排除されない考え方
を「見方や考え方」（概念的知識） に組み込むこ
とにより「見方や考え方」を拡大させ精緻化させ
ることが可能となる。
また社会認識 については， 匚政治や経済につい
ての見方や考え方」の拡大， 精緻化にともなって
質的な深まりをもたらすことが可能となる。例え
ば，先に述べた合意型の政治モデルを用いて国内
のサブカルチャーがはっきりしているスイス，ベ
ルギーなどの政治 システムについて追究させると
しよう。 この追究を通して， これらの国々ではサ
ブカルチャーにとって重大な利害関係をもつ決定
がなされる場合，内閣と議会内部でそれぞれのグ
ループの代表者の同意を得てはじめて政府の決定
となる18）という政治 システムを知り，「誰が支配
すべきか，誰 の選好を優先させるべきか」という
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基本問題をもとに政治 に対する認識を深めること
ができよう。
しかし，「政治や経済についての見方や考え方」
の成長が拡大，精緻化であるとき，新たな問題が
生ずる。 それは，「公正な判断力」 の育成 という
社会科教育のもう一つの主要なねらいとかかわる
問題である。すなわち，「見方や考え方」が拡大，
精緻化すれば，それに従ってある一定の方向へ判
断を導く19）という問題である。 とりわけ社会諸科
学の中で最 も自然科学に近いとされる経済学にお
いて典型的に現れる。例えば，不況 に対して異な
る経済政策を主張する立場，いわゆる「供給側の
経済学」 と「需要側の経済学」がある20‰「供給
側の経済学」の考え方 に立てば，不況に対して，
財政支出切りつめによる政府のスリム化と民間の
「 リスト ラ」という処方箋が下されるＯ しかし，
「需要側の経済学」の考え方 に立 てば，市場の働
きの限界を認め政府が積極的に介入して財政支出
を増やし景気を上向 けようという処方箋が下され
る。つまり，我々がある経済政策を支持するかど
うかの判断を迫 られるとき，「供給側の経済学」
か 匚需要側の経済学」のどちらかを「見方や考え
方」として身 に付け，拡大させ精緻化させれば判
断が一定の方向に向かわざるを得ない。
「公正な判断」という意味を，様々な考え方や
立場を踏まえて判断を行うこととするならば，判
断の公正さを保障するためには，異なる主張・決
定を導 き出す複数の理論を対照させるように内容
を配列し，それぞれの理論についてどのような制
約条件にあるときに成立する理論かについて吟味
し，判断場面の状況を考察した上で最終判断を行
うという手続きについての学習が必要となろう。
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